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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のポイント・ツー・ポイント光ファイバ接続を介して、それぞれが光ネットワーク
ユニット（ＯＮＵ）を備える複数のセカンダリネットワークノードに接続されたメインの
光ラインターミナル（ＯＬＴ）を含むメインのプライマリネットワークノードと、
　予備のＯＬＴを含む予備のプライマリネットワークノードと、
　ポイント・ツー・ポイント光ファイバ接続を介して、前記予備のプライマリネットワー
クノードの前記予備のＯＬＴに接続されるとともに、前記ポイント・ツー・ポイント光フ
ァイバ接続を複数の光ファイバ接続にスプリットすることによって構成されるポイント・
ツー・マルチポイント光ファイバ接続を介して、前記複数のセカンダリネットワークノー
ドに接続されるプライマリ光スプリッタと
を備え、
　前記複数のセカンダリネットワークノードの各々は、前記メインのＯＬＴからの前記ポ
イント・ツー・ポイント光ファイバ接続の終端と、前記プライマリ光スプリッタからの前
記ポイント・ツー・マルチポイント光ファイバ接続の終端とを構成する、
通信ネットワーク。
【請求項２】
　前記ポイント・ツー・マルチポイント光ファイバ接続によって接続される前記予備のプ
ライマリネットワークノードと前記複数のセカンダリネットワークノードとは、パッシブ
光ネットワーク（ＰＯＮ）を構成する、請求項１に記載の通信ネットワーク。
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【請求項３】
　前記プライマリ光スプリッタは、ＰＯＮ光ラインターミナル（ＰＯＮ ＯＬＴ）と併置
される、請求項２に記載の通信ネットワーク。
【請求項４】
　前記プライマリ光スプリッタは、前記複数のセカンダリネットワークノードの１つと併
置される、請求項２に記載の通信ネットワーク。
【請求項５】
　前記プライマリ光スプリッタと前記ＰＯＮ ＯＬＴは、モードカップリングレシーバＯ
ＬＴを備える、請求項３に記載の通信ネットワーク。
【請求項６】
　前記ＰＯＮは、１つまたはそれより多くのセカンダリ光スプリッタを備える、請求項２
ないし５のいずれかに記載の通信ネットワーク。
【請求項７】
　前記複数のセカンダリネットワークノードは、さらに、複数の金属の通信リンクに接続
される、請求項１ないし６のいずれかに記載の通信ネットワーク。
【請求項８】
　前記複数のセカンダリネットワークノードの各々は、デジタル・サブスクライバ・ライ
ン・ａｄｄ／ｄｒｏｐ・マルチプレクサを備える、請求項１ないし７のいずれかに記載の
通信ネットワーク。
【請求項９】
　複数の前記ポイント・ツー・ポイント光ファイバ接続に接続される前記メインのプライ
マリネットワークノードと前記複数のセカンダリネットワークノードとは、ファイバ・ツ
ー・キャビネット・ネットワークアーキテクチャを構成する、請求項１ないし８のいずれ
かに記載の通信ネットワーク。
【請求項１０】
　通常の動作において、前記メインのプライマリネットワークノードを介して前記複数の
セカンダリネットワークノードにデータを送ること、および、故障の事象が検出された場
合、前記予備のプライマリネットワークノードを介して、前記複数のセカンダリネットワ
ークノードの１つまたはそれより多くにデータを送ることによって、前記通信ネットワー
クは動作される、請求項１ないし９のいずれかに記載の通信ネットワーク。
【請求項１１】
　通信ネットワークを動作させる方法であって、
　通常の動作モードにおいて、複数のポイント・ツー・ポイント光ファイバ接続を介して
、それぞれ、メインのプライマリネットワークノードの複数の第１の光ラインターミナル
（ＯＬＴ）から複数のセカンダリネットワークノードにデータを送ることであって、前記
複数のセカンダリネットワークノードの各々は、前記ポイント・ツー・ポイント光ファイ
バ接続の終端を構成することと、
　故障の状態が検出された場合、予備のプライマリネットワークノードの第２のＯＬＴか
らのポイント・ツー・ポイント光ファイバ接続を、前記複数のセカンダリネットワークノ
ードとの複数の光ファイバ接続にスプリットすることによってポイント・ツー・マルチポ
イント光ファイバ接続を構成するプライマリ光スプリッタを介して、前記予備のプライマ
リネットワークノードの前記第２のＯＬＴから前記複数のセカンダリネットワークノード
にデータが送られるバックアップ動作モードに切り替えることと、
のステップを備えた方法。
【請求項１２】
　前記故障の状態の修正に続いて、前記複数のポイント・ツー・ポイント光ファイバ接続
を介して、前記メインのプライマリネットワークノードから前記複数のセカンダリネット
ワークノードの各々にデータが送られるように、前記通常の動作モードに復帰すること、
のステップを更に備える、請求項１１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信ネットワークに関し、特に、デジタル加入者線（digital subscriber l
ine： ＤＳＬ）技術を用いる通信ネットワークに関する。
【背景技術】
【０００２】
　非対称デジタル加入者線（asymmetric subscriber line： ＡＤＳＬ）は、データが、
金属（通常、銅）の撚り対線上で、顧客の敷地に送信されることを可能にする。ＡＤＳＬ
の現代の諸態様を用いて得られるであろう最大の送信性能は、２４Ｍｂｐｓのダウンロー
ドデータレートと約３Ｍｂｐｓのアップロード速度であると考えられる。そのようなデー
タレートは、顧客の敷地から電話交換機までの金属の撚り対線の長さに依存し、したがっ
て、多くの顧客は、すっと低いデータレートでサービスを受ける。
【０００３】
　データレートを改善するために、アクセス・ネットワークの中に、光ファイバが設置さ
れている。最も大きいデータレートが、パッシブ光ネットワーク（passive optical netw
ork： ＰＯＮ）等のファイバ・ツー・ザ・プレミスィズ（fibre to the premises： ＦＴ
ＴＰ）ネットワークを用いて提供されるであろうが、顧客の敷地までファイバを提供する
ことに必要とされる大きなコストが存在する。ファイバ・ツー・ザ・キャビネット（fibr
e to the cabinet： ＦＴＴＣａｂ）ネットワークが、ＦＴＴＰネットワークと同じくら
い大きな投資を必要としないで、高いデータレートのサービスを顧客に与えるための魅力
的な解決策を与えることで知られている。ＦＴＴＣａｂネットワークにおいて、一般的に
、ベリーハイビットレート・デジタル・サブスクライバ・ライン（very high bit-rate d
igital subscriber line： ＶＤＳＬ）システムが、金属の撚り対線ケーブル上でのアッ
プロードとダウンロードの両方のために、４０Ｍｂｐｓとそれ以上のデータレートを提供
するために用いられる。ＶＤＳＬシステムへの改良は、１００Ｍｂｐｓを超えるデータレ
ートを提供し得ると考えられる。
【０００４】
　図１は、コアネットワーク１００、光ラインターミナル２００、複数のキャビネット３
００を備える既知のＦＴＴＣａｂネットワーク１０の概略図を示し、該ネットワークは、
複数の所帯（および／または、営業用）の敷地にサービスを提供するために用いられる。
コアネットワークは、光ファイバケーブル１５０によって、光ラインターミナル（optica
l line terminal： ＯＬＴ）に接続される。ＯＬＴ２００に送られるデータは、第１のＯ
ＬＴラインカード２０５によって受け取られ、複数の第２のＯＬＴラインカード２１０に
デマルチプレクスされる。キャビネットの各々は、ＯＬＴへのポイント・ツー・ポイント
（point-to-point）光ファイバ接続２５０を有し、キャビネットの各々は、複数の第２の
ＯＬＴラインカード２１０の専用の１つに接続されている。キャビネットの各々は、ＯＬ
Ｔから光信号を受け、それを電気信号に変換するために、ラインカード３１０を備える。
各キャビネットは、さらに、ＯＬＴからの下りのデータトラフィックを制御するＤＳＬＡ
Ｍ（デジタル・サブスクライバ・ライン・Ａｄｄ／Ｄｒｏｐ・マルチプレクサ： Digital
 Subscriber Line Add/Drop Multiplexer）３２０を備え、それは、キャビネットを複数
の顧客の敷地４００に接続する、対応する銅の送信ライン３５０に経路をとる。ＤＳＬＡ
Ｍ３２０は、また、顧客の敷地の各々からの銅の送信ライン３５０上で受けられた上りデ
ータを結合し、それは、光ファイバケーブル２５０上で、ＯＬＴに送られ得る。
【０００５】
　明瞭化のために、キャビネットの１つのみが、顧客の敷地に接続されているとして示さ
れている。ＯＬＴは、４つキャビネットよりずっと多くをサポートできること、キャビネ
ットの各々が顧客の敷地の非常に多くの軒数にサービスを提供し得ること、が理解される
。
【０００６】
　図１に関して上述されたネットワークが、回復性を制限していることが判り得る。ＯＬ
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Ｔをキャビネットに接続する光ファイバリンク２５０の１つが壊れた場合、または、キャ
ビネットにサービスを提供するラインカードが故障した場合、当該キャビネットによって
サービスを提供される顧客の全てがサービスを失うことになる。より重要なことは、ＯＬ
Ｔ２００での問題が、そのＯＬＴ２００からサービスを受けている顧客の全てにとって、
サービスの損失、または、サービス品質の低下につながる。
【０００７】
　図２は、回復性を改善した代替のＦＴＴＣａｂネットワークの概略図を示す。図２のネ
ットワークは、第２のＯＬＴ２００’の追加によって、図１に関して上述されたネットワ
ークから差異がある。第２のＯＬＴ２００’は、第１のＯＬＴ２００と同一であり、コア
ノード１００への光ファイバ接続１５０’を有する。第２のＯＬＴにおける複数の第２の
ＯＬＴラインカード２１０’は、専用の光ファイバ接続２５０’を介して、キャビネット
３００の各々に接続される。キャビネットの各々は、第１と第２のラインカード３１０、
３１２を備えるよう適合されており、それらは、第１のＯＬＴ２００と第２のＯＬＴ２０
０’のそれぞれに接続にされる。
【０００８】
　使用時において、ＯＬＴの一方がアクティブＯＬＴであるとして指定され、他方が予備
のＯＬＴであるとして指定される。通常の動作において、全ての下りデータは、アクティ
ブＯＬＴからキャビネットに送信され、上りデータは、キャビネットからアクティブＯＬ
Ｔに経路付けされる。ケーブル破壊または装置の機能不全等、データが、１またはそれよ
り多くのキャビネットへ、および、１またはそれより多くのキャビネットから送られるこ
とを阻害される故障の場合において、その故障が回復されるまで、データは、予備のＯＬ
Ｔを介して経路付けされる。第１と第２のＯＬＴは併置され得るが、例えば少なくとも１
０ｋｍは離されることが望ましく、それは、火事や地震などの壊滅的な事象が同時に両方
のＯＬＴに影響しないようにする。改善された回復性のために、両方のＯＬＴは、第２の
コアノード（図示されず）への冗長なファイバ接続を有し得る。
【０００９】
　例えばＤＳＬＡＭ故障、または、顧客の敷地にキャビネットを接続する銅線の断裂など
のいくつかの潜在的な故障が、そのようなアーキテクチャを用いることに対して守られて
はいないことが理解されるが、そのようなネットワークアーキテクチャは、ネットワーク
の回復性を改善する。
【００１０】
　Hajduczenia等の「Resilience and service protection for Ethernet passive optica
l networks in SIEPON」、IEEE Communications Magazine、Vol. 5 no. 9、September 20
12、pp 118-126は、いくつかの回復性のあるパッシブ光ネットワーク（ＰＯＮ）を開示す
る。ＦＴＴＣａｂネットワークの開示に関連した開示はない。
【発明の概要】
【００１１】
　本発明の第１の態様にしたがって、通信ネットワークが提供され、通信ネットワークは
、複数のポイント・ツー・ポイント光ファイバ接続を介して、複数のセカンダリネットワ
ークノードに接続されたメインのプライマリネットワークノードと、複数のポイント・ツ
ー・マルチポイント（point to multi-point）光ファイバ接続を介して、前記複数のセカ
ンダリネットワークノードに接続された予備のプライマリネットワークノードとを備える
。
【００１２】
　予備のプライマリノードのためにポイント・ツー・マルチポイントのネットワークアー
キテクチャを用いることによって、非常に低減されたコストで、セカンダリノードに冗長
的な接続を与えることが可能となる。例えば、セカンダリノードに接続するために必要と
されるインフラの仕事量とファイバケーブル敷設における可能な低減とともに、メインの
ＯＬＴにおいて必要とされる複数ポートと比較して、１つのみのポートが、予備のＯＬＴ
において必要とされる。
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【００１３】
　好ましくは、複数のポイント・ツー・マルチポイント光ファイバ接続は、ＰＯＮを備え
る。ＰＯＮは、ＰＯＮ ＯＬＴと併置された、プライマリ光スプリッタを備える。代替と
して、プライマリ光スプリッタは、複数のセカンダリネットワークノードの１つと併置さ
れる。ＰＯＮは、さらに、１またはそれより多くのセカンダリ光スプリッタを備え得る。
【００１４】
　使用状態で、メインのプライマリネットワークノードを介して複数のセカンダリネット
ワークノードにデータを送ることによって、および、故障の事象が検出された場合に、予
備のプライマリネットワークノードを介して、複数のセカンダリネットワークノードの１
またはそれより多くにデータを送ることによって、ネットワークは動作され得る。
【００１５】
　本発明の第２の態様にしたがって、通信ネットワークを動作させる方法が提供され、当
該方法は、以下のステップを備える：
ｉ）通常の動作モードにおいて、複数のポイント・ツー・ポイント光ファイバ接続を介し
て、メインのプライマリネットワークノードから複数のセカンダリネットワークノードに
データを送ること、
ｉｉ）故障状態が検出された場合、ポイント・ツー・マルチポイント光ファイバ接続を介
して、予備のプライマリネットワークノードから複数のセカンダリネットワークノードの
１またはそれより多くにデータが送られるバックアップ動作モードに切り替えること。
【００１６】
　好ましくは、該方法は、さらに以下のステップを備える：
ｉｉｉ）故障状態の回復に続いて、複数のポイント・ツー・ポイント光ファイバ接続を介
して、メインのプライマリネットワークノードから複数のセカンダリノードの各々にデー
タが送られるように、通常の動作モードに復帰すること。
【００１７】
　本発明の実施形態は、添付の図面を参照して、例としてのみで記載される。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、既知のＦＴＴＣａｂネットワークの概略図を示す。
【図２】図２は、既知の回復性のあるＦＴＴＣａｂネットワークの概略図を示す。
【図３】図３は、本発明の態様に従った、回復性のあるＦＴＴＣａｂネットワークの概略
図を示す。
【図４】図４は、本発明の代替の実施形態にしたがった、回復性のあるＦＴＴＣａｂネッ
トワークの概略図を示す。
【図５】図５は、本発明の更なる実施形態にしたがった、回復性のあるＦＴＴＣａｂネッ
トワークの概略図を示し、その中で、プライマリ光スプリッタがキャビネットの１つと併
置される。
【詳細な説明】
【００１９】
　図３は、本発明の実施形態にしたがった、回復性のあるＦＴＴＣａｂの概略図を示す。
ネットワーク１０ｂは、光ファイバリンク１５０’上を送られる信号を受けるラインカー
ド５０５をもち、コアノード１００に接続される予備のＯＬＴ５００を備える。パッシブ
光ネットワーク（passive optical network： ＰＯＮ）を介してキャビネットの第２のラ
インカードにデータが送信されるように、マルチプレクサ５２０が、コアノードから受信
された信号を変換し、必要な処理を実行する。ＰＯＮラインカード５１０は、複数の光出
力（典型的には、８、１６、または、３２個の光出力）を有する光スプリッタ５３０に、
プライマリＰＯＮファイバ接続上でデータを送信する。キャビネットの各々は、ポイント
・ツー・ポイント・ポート（point-to-point port）３１０とＰＯＮポート３１５を備え
る。ポイント・ツー・ポイント・ポート３１０は、光ギガビットイーサネット（登録商標
）（Gigabit Ethernet（登録商標）： ＧｂＥ）接続を備え、ＰＯＮポート３１５は、リ
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モート光ネットワークユニット（Optical Network Unit： ＯＮＵ）を備える。リモート
ＯＮＵは、ＰＯＮファイバ接続５５０を介して光スプリッタに接続される。リモートＯＮ
Ｕは、それが光ＧｂＥポートに物理的にはまり込むことができるように、ＳＦＰ（small 
form-factor pluggable）トランシーバとして提供される。
【００２０】
　通常の使用では、全てのデータは、アクティブＯＬＴ２００とポイント・ツー・ポイン
ト・ファイバ接続２５０を介して、コアノードからキャビネットに、そして、その後、顧
客の敷地に、送られる。ネットワークまたは機器が故障の場合には、予備のＰＯＮ ＯＬ
Ｔと影響を受けたキャビネットのＰＯＮラインカードが可動にされ得、データは、予備Ｐ
ＯＮ ＯＬＴ５００、光スプリッタ５３０、および、ＰＯＮファイバ接続を介して、コア
ノードとそれら影響を受けたキャビネットとの間で経路付けされる。例えば、瑕疵のある
ラインカードを交換することによって、または、断裂されたケーブルを修理することによ
って、故障が回復されたら、トラフィックが、アクティブＯＬＴ２００とポイント・ツー
・ポイントファイバ接続２５０を介して、コアノードと複数のキャビネットの各々との間
で経路付けされて、システムがそのアクティブな状態に復帰する。
【００２１】
　典型的に、そのような故障事象は、まれにしか起こらず、したがって、ポイント・ツー
・ポイントネットワークを用いた予備のＯＬＴを提供することにおいては、そのようなＯ
ＬＴにおいて配置されなければならないポートの数により、大きなコストが科せられる。
ＰＯＮベースの予備ＯＬＴはより少ないポートしか必要としないので、これは、大きなコ
スト削減になる。
【００２２】
　予備のＰＯＮネットワークは、光スプリッタ５３０の下流に配置された１またはそれよ
り多くのセカンダリ光スプリッタを備え得る。セカンダリ光スプリッタは、ＰＯＮライン
カードによってサービスを受け得るキャビネットの数を増加するために与えられ得る。
【００２３】
　ＰＯＮラインカードは、好ましくは、３２方向スプリットで、２０ｋｍまでの距離上を
、下りリンクで送られる２．５Ｇｂ／ｓまでのデータレート（上りで１．２５ＧＢ／ｓま
で）を可能にするＧＰＯＮラインカードである。アクティブＯＬＴ２００の完全な故障の
場合には、予備のＰＯＮ ＯＬＴ５００は、通常の動作状態の元でポイント・ツー・ポイ
ント・ファイバリンク上をアクティブＯＬＴによって通常供給されているのと同じだけの
帯域幅を与えることはできないことが理解されるであろう。しかし、そのような壊滅的な
事象は、ほとんど起こらないと考えられ、最も可能性のある故障の事象は、ポイント・ツ
ー・ポイント・ファイバリンクの一つの断裂、または、キャビネットにおけるポイント・
ツー・ポイント・ラインカードの１つの機能不全であるだろうと考えられる。アクティブ
ＯＬＴの完全な故障があった場合でさえ、通常よりも低いデータレートであろうとも、依
然、顧客の敷地にサービスを提供することは可能である。下り１０Ｇｂ／ｓ、上り２．５
ＧＢ／ｓまでを提供することができるＸＧＰＯＮ規格（または、１０Ｇ－ＰＯＮとして知
られる）等のＧＰＯＮの拡張が、代替として使用され得る。
【００２４】
　光スプリッタは、例えば、地下のチャンバーまたは歩道のボックスの中など、外部の場
所に設置されることが必要であることが理解される。いくつかの状況において、キャビネ
ットの全てが効果的にサービスを受けられ得る好適な場所に光スプリッタを据え付けるこ
とが可能ではない可能性がある。図４は、本発明の代替の実施形態にしたがった回復性の
あるＦＴＴＣａｂネットワーク１０ｃの概略図を示し、そこにおいて、光スプリッタ５３
０は、予備のＯＬＴの中で、ＰＯＮラインカード５１０と併置されている。そして、光ス
プリッタ５３０の出力は、ＰＯＮファイバ接続５５０のそれぞれを介して、ＰＯＮポート
３１５に接続される。
【００２５】
　必要とされる数のキャビネットにサービスを提供するために、１またはそれより多くの
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セカンダリスプリッタ（図示されず）を用いることが必要であり得る。セカンダリスプリ
ッタは、ＰＯＮラインカードとキャビネットとの間におけるネットワークロケーションに
位置付けられ得る。代替的に、１またはそれより多くのセカンダリスプリッタは、予備の
ＰＯＮ ＯＬＴにおいて、プライマリ光スプリッタとＰＯＮラインカードと併置され得る
。
【００２６】
　図５は本発明の更なる実施形態にしたがった回復性のあるＦＴＴＣａｂネットワーク１
０ｄの概略図を示し、そこにおいて、プライマリ光スプリッタは、キャビネットの１つと
併置される。プライマリ光スプリッタは、光ファイバ接続５５０を介して、ＰＯＮ ＯＬ
Ｔに接続される。加えて、プライマリ光スプリッタは、さらに、更なるファイバ接続を介
して、１またはそれより多くの更なるキャビネット（または、１またはそれより多くのセ
カンダリ光スプリッタ）に接続される。そのようなネットワークは、ＰＯＮ ＯＬＴとキ
ャビネットとの間に光スプリッタを収納する好適な場所がない場合に効果的であることが
判り、プライマリ光スプリッタがＰＯＮ ＯＬＴと併置される図４及び５を参照した上述
のネットワークへの代替である。キャビネットとプライマリ光スプリッタとの併置は、キ
ャビネットの中に該スプリッタの直接の据え付けを含み得る。しかし、ＶＤＳＬキャビネ
ットデザインは、キャビネットの中の利用可能なスペースを利用することを最大限にする
傾向にあり、したがって、併置されるスプリッタは、キャビネットに隣接した、または、
近傍の歩道のボックスの中に設置され得る。
【００２７】
　先の検討はＦＴＴＣａｂネットワークアーキテクチャに焦点を当てているが、本発明は
、また、ファイバ・ツー・ザ・ノード（fibre to the node）、ファイバ・ツー・ザ・デ
ィストリビューションポイント（fibre to the distribution point）、等の他のハイブ
リッド・ファイバ－銅・アクセス・ネットワークに適用され得ることが理解される。
【００２８】
　概略として、本発明は、メインのＯＬＴが、複数のポイント・ツー・ポイント光ファイ
バ接続を介して、複数のＤＳＬＡＭにデータを送る、ハイブリッド・ファイバ－銅・アク
セス・ネットワークを提供する。複数のＤＳＬＡＭへの複数のポイント・ツー・マルチポ
イント光ファイバ接続を有する、予備のＯＬＴが提供される。故障の場合には、データは
、予備のＯＬＴとポイント・ツー・マルチポイント光ファイバ接続を介して、ＤＳＬＡＭ
のいくつかに送られ得る。故障の修正に続いて、ネットワークは、その通常状態に復帰し
得、メインのＯＬＴと複数のポイント・ツー・ポイント光ファイバ接続を介して、ＤＳＬ
ＡＭにデータを送る。故障によって影響を受けたポイント・ツー・ポイント接続を有する
それらＤＳＬＡＭのみが、予備ＯＬＴを介して再経路付けされたトラフィックを有する。
　以下に、本願出願時の特許請求の範囲に記載の発明を付記する。
［Ｃ１］
　複数のポイント・ツー・ポイント光ファイバ接続を介して複数のセカンダリネットワー
クノードに接続されたメインのプライマリネットワークノードと、
　複数のポイント・ツー・マルチポイント光ファイバ接続を介して、前記複数のセカンダ
リネットワークノードに接続された予備のプライマリネットワークノードと、
を備える通信ネットワーク。
［Ｃ２］
　前記複数のポイント・ツー・マルチポイント光ファイバ接続は、パッシブ光ネットワー
ク（ＰＯＮ）を備える、［Ｃ１］に記載の通信ネットワーク。
［Ｃ３］
　前記ＰＯＮは、ＰＯＮ光ラインターミナル（ＯＬＴ）と併置されたプライマリ光スプリ
ッタを備える、［Ｃ２］に記載の通信ネットワーク。
［Ｃ４］
　前記ＰＯＮは、前記複数のセカンダリネットワークノードの１つと併置されるプライマ
リ光スプリッタを備える、［Ｃ２］に記載の通信ネットワーク。
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　前記プライマリ光スプリッタと前記ＰＯＮ ＯＬＴは、モードカップリングレシーバＯ
ＬＴを備える、［Ｃ３］に記載の通信ネットワーク。
［Ｃ６］
　前記ＰＯＮは、１またはそれより多くのセカンダリ光スプリッタを備える、［Ｃ２］な
いし［Ｃ５］のいずれかに記載の通信ネットワーク。
［Ｃ７］
　前記複数のセカンダリネットワークノードは、さらに、複数の金属の通信リンクに接続
される、［Ｃ１］ないし［Ｃ６］のいずれかに記載の通信ネットワーク。
［Ｃ８］
　前記複数のセカンダリネットワークノードの各々は、デジタル・サブスクライバ・ライ
ン・ａｄｄ／ｄｒｏｐ・マルチプレクサを備える、［Ｃ１］ないし［Ｃ７］のいずれかに
記載の通信ネットワーク。
［Ｃ９］
　前記通信ネットワークは、ファイバ・ツー・キャビネット・ネットワークアーキテクチ
ャを備える、［Ｃ１］ないし［Ｃ８］のいずれかに記載の通信ネットワーク。
［Ｃ１０］
　前記メインのプライマリネットワークノードを介して前記複数のセカンダリネットワー
クノードにデータを送ること、および、故障の事象が検出された場合、前記予備のプライ
マリネットワークノードを介して、前記複数のセカンダリネットワークノードの１または
それより多くにデータを送ること、によって、使用において、前記通信ネットワークは動
作される、［Ｃ１］ないし［Ｃ９］のいずれかに記載の通信ネットワーク。
［Ｃ１１］
　通信ネットワークを動作させる方法であって、
ｉ）通常の動作モードにおいて、複数のポイント・ツー・ポイント光ファイバ接続を介し
て、メインのプライマリネットワークノードから複数のセカンダリネットワークノードに
データを送ることと、
ｉｉ）故障の状態が検出された場合、複数のポイント・ツー・マルチポイント光ファイバ
接続を介して、予備のプライマリネットワークノードから前記複数のセカンダリネットワ
ークノードの１またはそれより多くにデータが送られるバックアップ動作モードに切り替
えることと、
のステップを備えた方法。
［Ｃ１２］
　さらに、（ｉｉｉ）前記故障の状態の修正に続いて、前記複数のポイント・ツー・ポイ
ント光ファイバ接続を介して、前記メインのプライマリネットワークノードから前記複数
のセカンダリネットワークノードの各々にデータが送られるように、前記通常の動作モー
ドに復帰すること、
のステップを更に備える、［Ｃ１１］に記載の方法。
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